
一般質問
fじ議員登壇

市
長
／
誰
と
ゴ
ル
フ
を
し
た
か
は
言
え
な
い

）

一フ
ラ
ワ
Ｆ
パ
ー
ク
は
■

止
め
ょ
　
　
　
　
　
・一．

固
　
共
産
党
議
員
団
が
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

に
賛
成
５
％
、
反
対
７８
％

の
明
確
な
結
果
と
な

っ
た
。

市
長
　
共
産
党
議
員
団
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
誘
導
的
で

あ
っ
た
。
私
の
も
と
に
は
、

や
つ
て
く
れ
と
の
声
が
多
い
。

固
一　
市
長
は
本
当
に
、
市

民
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

賛
成
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
私
を
支
持
す
る
市

民
は
賛
成
し
て
く
れ
て
い
る
。

繭
□
園
目
　
新
燃
岳
の
噴

火
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
起
き
て
い
る
時
期
に
、

視
察
の
内
容
な
ど
明
ら
か

に
し
な
い
ま
ま
、
な
ぜ

一

週
間
に
わ
た

っ
て
海
外
に

行
か
れ
た
の
か
。

池
田
市
長
　

副

市

長

に

は
、
あ
ら
か
じ
め
視
察
の

内
容
は
文
書
で
示
し
て
い

た
。
タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト

大
学
よ
り
講
演
依
頼
を
受

け
、
日
本
農
業
に
つ
い
て

特
別
講
演
を
し
た
。

固
　
し
か
し
私
が
全
員
協

議
会
で
副
市
長
に
質
問
し

た
が
、
視
察
の
内
容
な
ど

説
明
が
な
か
っ
た
で
は
な

υ

ヵ

タ
イ
で
は
、
何
人
の
職

員
と
合
流
し
て
ゴ
ル
フ
を

さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
ゴ
ル
フ
は
し
た
が
、

私
的
な
視
察
で
あ
り
名
前

と
人
数
は
言
え
な
い
。

一

固
一　
同
じ
こ
と
を
再
三
質

問
し
て
も
明
確
な
答
弁
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の

事
業
の
根
本
問
題
が
あ
る
。

次
に
、
こ
の
事
業
の
年

次
計
画
を
聞
き
た
い
。
本

来
な
ら
１０
億
円
を
超
え
る

大
き
な
事
業
で
あ
り
、
あ

ら

つ
ぽ
い
計
算
で
年
次
計

画
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。

市
長
　
２３
年
度
３
０
３
万
１

千
円
。

２４
年
度
５
億
１
４
８
０

万
円
。

２５
年
度
５
億
５
２
０
０

万
円
、

２６
年
度
５
億
７
２
０
０

万
円
の
概
算
事
業
費
で
あ
る
。

一市
長
な
ど
三
役
の

一　
退
職
金
は
廃
止
を

固
一　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
市
長
な
ど
三
役
の
退

職
金
は
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
４
％
、
廃
止
す
べ
き
８８
％

と
明
確
な
結
果
で
あ
る
。

市
長
　
退
職
金
を
廃
止
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
県
内
に
は

な
い
。
市
が
加
入
す
る
鹿

児
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
に
従
っ
て
い
き
た
い
。

固
一　
市
長
は
４
年
ご
と
支

給
の
退
職
金
が
、
世
間
で
は

通
用
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
そ
の
よ
う
に

（通

用
す
る
と
）
思

っ
て
い
る
。

固
　
た
だ
今
の
市
長
答
弁

に
は
、
市
民
は
あ
き
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
時
代
の

流
れ
か
ら
い
つ
て
４
年
ご
と

支
給
の
多
額
の
退
職
金
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、
市

長
の
決
断
で
曽
於
市
か
ら

廃
止
で
き
る
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
町
村
総
合
事
務

組
合
が
廃
止
の
方
針
を
出

す
な
ら
、そ
れ
に
従
い
た
い
。

徳峰 一成 議員

八ウスの降灰除去作業
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市
長
／
植
付
け
に
間
に
合
う
よ
う

復
旧
す
る
計
画
で
あ
る

市
長
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等

（業
者
）
よ
り
申
し
出
が

あ

っ
た
の
で
社
協
を
通
じ

て
調
査
し
た
。

豪
雨
災
害
復
旧
の

進
捗
は

固
　
豪
雨
災
害
復
旧
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い

る
か
。

市
長
　
耕
地
課
所
管
の
現

在

の
工
事
発
注
状
況
は

７０
％
と
な

っ
て
い
る
が
、

茶
畑
等
で
収
穫
に
影
響
の

あ
る
地
区
を
除
き
、
３
月

中
に
は
全
部
発
注
を
終
え
、

稲
の
植
え
付
け
に
間
に
合

う
よ
う
に
復
旧
す
る
計
画

で
あ
る
。
公
共
土
木
災
害

は
７２
件
を
発
注
し
て
５６
件

が
完
成
し
て
い
る
。

固
一　
水
田
は
用
排
水
路
の

埋
没
も
か
な
り
あ
る
の
で
、

耕
作
者
が
安
心
し
て
植
え

付
け
で
き
る
よ
う
に
復
旧

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
復
旧
後
に
、
水
整

地
が
す
み
や
か
に
出
来
る

よ
う
に
対
応
す
る
。

固
一　
対
策
が
急
務
な
庄
内

川

（県
境
）
の
河
川
改
修

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
管
理
主
体
で
あ
る

県
は
、
庄
内
川

・
溝
之
口

川
の
河
川
改
修
計
画
に
つ

い
て
国
と
の
協
議
を
終
了

し
、
宮
崎
県
と
の
費
用
負

担
等

一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ

調
整
を
終
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

固
一　
改
修
計
画
の
内
容
は
。）

市
長
　
現
在
、
測
量

・
設

計
等
調
査
中
で
あ
る
が
、

宮
崎
県
が
上
流
部
で
災
害

関
連
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

た
改
修
工
事
を
鹿
児
島
県

も
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
実
施
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

固
　
工
事
の
内
容
は
。

市
長
　
河
道
掘
削
が
主
な

も
の
で
あ
り
、
範
囲
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

３
月
１６
日
に
は
、
地
元
説

明
会
を
行
な
う
と
の
こ
と

で
あ
る
。

目
回
圃
園

新
燃
岳
噴
火

に
よ
る
本
市
の
被
害
状
況
は
。

池
田
市
長
　
市
民
生
活
面

の
被
害
は
、
洗
濯
物
が
外

に
干
せ
な
い
、
健
康
面
か

ら
マ
ス
ク
が
必
要
等
で
あ

る
。
農
作
物
の
被
害
は
ハ

ウ
ス
栽
培

・
ト
ン
ネ
ル
栽

培

・
露
地
栽
培
な
ど
１８
品

目
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

固
一　
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
マ
ス
ク
の
寄
贈
が

あ
り
、
小

・
中
学
生
と
希

望
す
る
市
民
に
現
在
配
布 口員

　

し
て
ぃ
る
。
健
康
被
害
、

議　は動級駒制剛構絆姉送っ

寸

　

で
周
知
を
図

っ
た
。

■
↑士

ロ

固
一　
住
宅
等
の
灰
除
去
で
、

特
に
高
齢
者
宅
等
の
支
援

策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

復旧が急ピッチに進む水田整備 (中谷地区)

＼
県より河川改修の説明を受ける関係者
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市長/目標数値の見直しが必要

閤
回
囲
園

「行
政
改
革
推

進
委
員
会
答
申
」
を
受
け

て
、
総
括
的
に
市
長
は
ど

う
一受
け
止
め
た
か
。

池
田
市
長
　
地
域
主
権
改

革
に
お
け
る
市
町
村

へ
の

権
限
委
譲
や
義
務
付
け
、

枠
付
け
の
廃
止
と
条
例
制

定
権
の
拡
大
な
ど
考
慮
し

た
目
標
値
の
見
直
し
等
必

要
と
考
え
る
。

市
の
未
利
用
地
の
売
却

二膵
運
辱
そ
の
取
り
組
み
は

固
一　
自
主
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
市
の
未
利
用
地

売
却
促
進
等
、
民
間
活
用

を
含
め
た
取
り
組
み
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

一市
長
　
市
の
所
有
財
産
の

有
効
活
用
を
図
る
う
え
か

ら
も
、
未
利
用
地
等
の
売

却
可
能
な
物
件
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
用
を
含
め
今
後
十

分
検
討
し
進
め
て
い
く
。

市
職
員
の
意
識
改
革
や

研
修
体
制
の
確
保
を

固
一　
地
域
主
権
の
流
れ
の

中
で
、
職
員
の
意
識
改
革

や
研
修
体
制
の
確
保
が
急

務
と
考
え
る
が
。

市
長
　
職
員
が
少
な
く
な

る
中
で
、
何
よ
り
必
要
性

を
感
じ
る
の
は
、
職
員
の

意
識
改
革
で
あ
る
。

職
員
全
員
が
よ
り
高
い

意
識
の
な
か
で
取
り
組
む

事
が
、
行
財
政
改
革
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
十

分
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

．

閻
一
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る

降
灰
が
与
え
た
本
市

へ
の

影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
問
Ｔ
つ
。

本
質
問
に
つ
い
て
は
、

同
僚
議
員
と
同
趣
旨
の
質

問
に
対
す
る
答
弁
で
、
了

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

谷□ 義貝」議員

売却予定地の区画整理保留地

市民課窓□風景
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市
長
／
３
月
９
日
の
回
答
を
も
っ
て
判
断
し
た
い

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
見

直
し
を

日
□
囲
國
園
　
昨
年
の
４

月
１
日
よ
り
船
総
合
人
材

セ
ン
タ
ー
が
運
営
を
指
定

管
理
さ
れ
た
。
し
か
し
こ

の
間
、
雇
用
関
係
も
含
め

て
問
題
が
多
い
。

見
直
し
を
求
め
る
。

池
田
市
長
　
指
定
管
理

者
を
呼
び
出
し
確
認
事
項
、

執
行
状
況
な
ど
改
善
勧
告

し
て
い
る
が
、
業
者
の
改

善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
で
あ
る
。

固
一　
基
本
協
定
や
、
側
山

有
の
時
の
賃
金
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で

も
協
定
の
見
直
し
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
温
泉
セ
ン
タ
ー
を

運
営
す
る
に
あ
た
り
市
民

か
ら
の
苦
情
は
な
い
の
で

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

固
一　
財
部
温
泉
セ
ン
タ
ー

の
雇
用
問
題
に
対
し
、
労

働
基
準
監
督
署
が
調
査
に

入

っ
た
。
重
大
な
事
で
は

な
い
か
。

市
長
　
労
使
の
関
係
だ
と

田
ぃ
つ
。

固
一　
従
業
員
か
ら
会
社
の

運
営
に
対
し
て
問
題
点
が

多

い
と
の
こ
と
で
指
定
管

理
者
の
見
直
し
の
要
望
書

柳
迫
地
区
に

宅
地
分
議
事
業
を

固
　
こ
の
事
業
に
よ
る
人

口
増
の
役
割
は
大
き
い
。

前
回
提
案
し
た
時
に
財

部
地
区
の
あ
と
検
討
す
る

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
な

ぜ
新
年
度
事
業
に
提
案
さ

れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
財
部
地
区
の
分
譲

事
業
が
２３
年
度
整
備
、

２４

年
度
に
分
譲
を
予
定
し
て

い
る
の
で
そ
の
結
果
を
見

て
検
討
し
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
■
ク
公
園

建
設
は
中
止
を

蘭
】
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
建

設
は
や
め
な
さ
い
と
い
つゝ
声
が

多
い
。
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
観
光
の
場
、
市
民

の
い
こ
い
の
場
と
し
て
前

向
き
に
す
す
め
て
い
く
。

固
一

花
房
峡
憩

い
の
森

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
毎
年

１
３
０
０
万
円
も
の
市
民

の
税
金
が
赤
字
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
、
中
止
を
。

市
長
　
幅
広
く
市
民
の
声
を

聞
い
て
す
す
め
て
い
き
た
い
。

が
出
さ
れ
て
い
る
。
新
年

度
か
ら
見
直
し
を
。

市
長
　
給
料
な
ど
を
含
め

て
改
善
点
を
要
求
し
た
の

で
、
合
意
で
き
な
け
れ
ば

変
更
す
る
。

市
民
に

一
坪
晨
日
の

提
供
を

目
腸
圏
員
　
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
市
民
の
た

め
に
野
菜
づ
く
り
が
で
き

る
一
坪
農
園
を
す
す
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

池
田
市
長

　

一
坪
農
園
を

開
設
と
な
る
と
、
農
地

・

ト
イ
レ

・
水
道
な
ど
相
当

の
投
資
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
現
在
の
所
、
市
民
か

ら
の
要
望
も
よ
せ
ら
れ
て

い
ユな
い
。

五位塚 剛 議員

財部温泉健康センター

利用者増が待たれるバンガロー
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市長/迅速に指示し対処する

囲
回
目
日
　
本
市
に
お
け

る
農
業
被
害
額
は
。

池
田
市
長

　

ハ
ウ
ス
栽
培

で
‐２
品
目
１２

・
８
ｈａ
、
ト

ン
ネ
ル
栽
培
で
２
品
目
７
．
５

ｈａ
、
露
地
栽
培
で
４
品
目

‐４

・
５
ｈａ
の
計

１８
品
目

３４

・
８
ｈａ
で
あ
り
、
ほ
う

れ
ん
草
を
主
と
し
て
４
０

０
万
円
位
で
あ

っ
た
。

固
　
悪
化
し
た
土
壌
の
田

畑
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

市
長
　
曽
於
市
技
術
員
連

絡
協
議
会
で
土
壌
分
析
を

実
施
し
て
い
る
。

現
在
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
数
値
は
計
測
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
降
灰

状
況
で
は
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

今
後
、
技
連
会
と
し
て

土
壌
分
析
の
呼
び
か
け
、

そ
の
結
果
を
基
に
し
た
適

正
施
肥
指
導
の
徹
底
を
図

っ
て
い
く
。

固
一　
栽
培
管
理
、
技
術
指

導
の
徹
底
に
向
け
た
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。

市
長

　

県

・
農
協

。
市

な
ど
で
構
成
す
る
技
連
会

で
密
に
連
絡
調
整
を
行
い
、

被
害
状
況
把
握
や
栽
培
管

理
、
技
術
指
導
が
迅
速
に

か
つ
徹
底
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

）

固
　
庄
内
川
の
土
石
流
被

害
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
。

市
長
　
土
石
流
の
直
接
的

な
被
害
は
な
い
と
考
え
る

が
、
火
山
灰
が
流
さ
れ

る
こ
と
で
堆
積
や
梅
雨
時

期
の
増
水
が
考
え
ら
れ
る
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
後
、
県

が
寄
州
除
去
を
行
い
河
川

断
面
の
確
保
が
な
さ
れ
て

い
る
。

２３
年
度
は
河
川
の
掘
削

等
も
予
定
さ
れ
状
況
を
見

な
が
ら
、
県
と
協
議
し
対

応
す
る
。

固
一　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
内
容
に
つ

い
て
。

市
長
　
助
成
対
象
者
を
、

中
学
校
２
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
相
当
の
女
子
で
接

種
費
用
３
回
と
も
全
額
助

成
を
行
う
。
法
定
予
防
接

種
で
は
な
く
、
保
護
者
の

判
断
で
お
こ
な
う
任
意
の

予
防
接
種
で
あ
る
。

固
一　
検
診
、
予
防
接
種
に

つ
い
て
具
体
的
な
啓
蒙
、

啓
発
活
動
を
伺
う
。

市
長
　
集
団
検
診
、
個
別

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
有
線
放
送
及
び
、
広

報
紙
を
通
じ
受
診
勧
奨
を

行

っ
て
い
る
。
若
年
者
の

一受
診
率
を
上
げ
る
為
に
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
配
布
し
、
ま
た
学

校
を
通
じ
て
各
家
庭
に
案

内
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

。
子
育
て
携
帯
サ
イ
ト

等
で
受
診
勧
奨
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

九日 克典 議員

灰まみれのほうれん草 (財部町)

子富蟻がん 無l馘診対象者へのお知らせ

日本のがん検診受診率を 5096に あげることを目標として、平成 21

年度 (2009年 度)よ り女性特有のがん対策が講 じられることにな り

ま した。この施策により、全国の市町村で、前年度に (昨年の 4月 2

日から今年の 4月 1日 までのあいだに)20重 、25歳 、30き 、35歳 、

40歳 になつた女性の方には「子宮頸がんJ無料検診、40歳 、45歳 、50

歳、55歳 、60歳 になつた女性の方には「.・Lが ん」無料検診を受けてい

ただくことができます。

がんに関する正 しい知識を身につけ、理解を深めていただ くために

同封の検診手帳をご活用いただき、下段の「がん検診無料クーポン券 J

を使つて、どうぞあなたの健康のために、がんを早期に発見 し、早期

に治療するためにがん検診を受けてください。

別紙の「平成 22年度女性特有のがん検診推進事業のお知らせ]を よ

く読んで、医療機関もしくは集団検診で受診 していただきますようお

願いします。

1 醐 島県曽於市長 泄日 孝
僣菫璽

:

節目毎に子富頸がん無料クーボン券を配布
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市
長
／
農
業
委
員
会
に
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い

固
一　
農
業
を
元
気
づ
け
る

為
、
地
産
地
消
や
販
路
拡

大
、
全
国
的
流
通
に
つ
い

て
今
後
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

目
指
す
対
応
は
。

市
長
　
学
校
給
食

へ
の

利
用
促
進
や
道
の
駅
に
お

い
て
の
販
売
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
安
心
安
全
、
安
定

生
産
供
給
の
体
制
づ
く
り

を
加
速
す
る
こ
と
が
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
つ
な
が
る
と

田
や
つ
。

耕
畜
連
携
に
つ
い
て

固
　
今
年
度
、
水
田
利
活

用
自
給
向
上
事
業
で
の
飼

料
用
稲

（青
刈
り
）
作
付

け
面
積
並
び
実
績
額
は
ど

う
で
あ
る
か
。

市
長
　
飼
料
用
稲

の
作

付
面
積
及
び
交
付
金
額
の

実
績
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が

３３

・
３
ｈａ
、
金
額
で
２
５

３
８
万
７
６
２
８
円
が
今

年
度
の
実
績
で
あ
る
。

固
　
畜
産
を
取
り
ま
く
環

境
等
を
鑑
み
、
飼
料
生
産

増
を
図
る
考
え
と
し
て
遊

休
農
地
等
の
利
用
を
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
曲辰
業
委
員
会

に

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
み
を
お
願
い
し
、

畜
産
農
家
に
は
飼
料
米
や

飼
料
用
稲
等
の
作
付
け
対

象
に
賃
貸
借
等
の
利
用
権

設
定
を
推
進
す
る
。

固
一　
生
産
者
と
消
費
者
並

び
に
食
品
関
連
業
者
の
自

主
的
な
衛
生
管
理
は
も
と

）

農
業
生
産
の
向
上
を

目
出
圏
日
　
本
市
の
農
業

生
産
額
が
年
々
減
っ
て
い
く

状
況
に
今
後
の
対
応
策
は
。

池
田
市
長
　

生

産

額

が

前
年
度
よ
り
も
減
少
し
て

い
る
品
目
数
は
、

４５
品
目

中
２‐
年
度
で
２‐
品
日
、

２２

年
度
で
は
２５
品
目
と
な

っ

て
い
る
。
減
少
の
要
因
と

し
て
、

２‐
年
度
の
干
ば
つ
、

２２
年
度
の
低
温

。
多
雨
の

異
常
気
象
や
口
蹄
疫
発
生
、

ま
た
高
齢
化
等
に
よ
る
栽

培
面
積
の
減
少
、
並
び
に

単
価
の
低
迷
な
ど
が
上
げ 杉雄 議員

ら
れ
る
。
今
後
は
農
畜
産

物
生
産
安
定
に
向
け
て
具

体
的
な
検
討
を
行
う
。

よ
り
、
本
市
は
安
全
な
食

品
等
に
対
す
る
責
務
と
役

割
を
果
た
す
取
り
組
み
は

ど

つゝ
か
。

市
長
　
食
の
安
心
安
全
は

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
農

業
の
取
り
組
み
、
減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
栽
培
の
普
及
、

ま
た
生
産
か
ら
加
工
ま
で

の
６
次
産
業
化
を
推
進
す

る
こ
と
も
食
の
安
心
安
全

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

爾
纏
麗
纏
趣
濾

稲
を
家
畜
用
の
飼
料
と
し

て
与
え
る
も
の
で
、
玄
米

を
粉
砕
し
処
理
を
し
て
鶏

や
豚
、
牛
に
与
え
る

「飼

料
米
」
と
、
籾
と
茎
葉
を

同
時

に
収
穫
、
梱
包

し

発
酵
さ
せ

「
稲
発
酵
粗

飼
料
Ｗ
Ｃ
Ｓ

（稲
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
と

が
あ
る
。

客で賑わう四季祭市場

ラッピング中の飼料用稲
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市長/調査してみる

弥五郎どん銅像 %慕 貞高誓熱洋基墓菫傷

囚
困
囲
園
　
大
隅
地
区
振

興
策
と
し
て
大
隅
弥
五
郎

伝
説
の
里
及
び
隣
接
の
中

山
公
園
を
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

池
田
市
長
　
現
在
、
弥
五

郎
伝
説
の
里
は
桜
の
名
所
、

そ
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
の
位
置
付
け
で

あ
る
が
、
中
山
公
園
、
合

庁
整
備
等
あ
わ
せ
て
調
査

し
て
い
き
た
い
。

大
隅
地
区
振
興
大
会
に

つ
い
て

固
一　
大
隅
地
区
校
区
振
興

大
会
廃
止
及
び
３
連
絡
所

廃
上
に
お
け
る
代
替
案
は
。

市
長
　
校
区
振
興
大
会
に

つ
い
て
は
、
曽
於
市
全
体
と

し
て
共
通
認
識
の
も
と
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
と
し
て
、
ま
た
３

連
絡
所
は
２３
年
度
か
ら
指

定
管
理
を
お
願
い
し
、
曽

於
市
全
体
の
公
平
性
、
利

便
性
を
考
え
総
合
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く
。

固
一　
分
庁
舎
体
制
を
含
め

た
組
織
再
編
は
。

市
長
　
本
庁
と
支
所
の
事

務
配
分
の
精
査
を
行
い
な

が
ら
中
長
期
的
な
視
点
で

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

普
及
は
　
　
・

固
一　
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
の
曽
於
市
の
取
り
組

み
は
。

市
長
　
昨
年
度

「曽
於
市

役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
及
び

「曽
於
市

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
、

今
後
国

・
県
の
動
向
に
あ

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

固
一　
末
吉
庁
舎
及
び
末
吉

中

・
笠
木
小
太
陽
光
発
電

導
入
の
効
果
と
、
公
共
施

設
へ
の
今
後
の
計
画
は
。

市
長
　
庁
舎
太
陽
光
発
電

は
平
成
２２
年
度
４
月
か
％

稼
働
し
前
年
同
期
と
比
較

す
る
と
、
消
費
電
力
は
５

％
ア
ッ
プ
で
あ
る
が
、
電

気
料
は
幅
％
減
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

学
校
で
の
設
置
は
環
境

学
習
に
効
果
を
上
げ
、
今

後
の
計
画
は
国
の
補
助
金

制
度
を
活
用
し
、
設
置
す

る
か
否
か
検
討
し
て
い
く
。

固
一　
民
間
住
宅
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
の

考

えゝ
は
。

市
長
　
県
内
い
く
つ
か
の

市
で
補
助
を
交
付
し
、
支

援
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

は
実
施
し
て
い
な
い
。
近

隣
の
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
た
い
。

 ` ●
1、 ′

1_ 
・

`

ユ| |

八木 秋博 議員

大隅弥五郎伝説の里 航空写真

健康ふれあい館

太陽光発電システムを導入した住宅
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市
長
／
農
家
の
意
識
は
高
い

本
年
も
消
毒
薬
を
配
布
す
る

大
型
農
場

へ
は
家
畜
保

健
衛
生
所
と
立
入
調
査
を

実
施
し
指
導
し
て
い
く
。

固
一　
昨
年
の
口
蹄
疫
騒
動

は
三
度
と
あ

っ
て
は
な
ら

な
い
。
終
息
以
降
、
国

・

県
の
指
導
は
強
化
さ
れ
た

か
。
市
の
対
策
は
。
ま
た
、

農
家
の
意
識
高
揚
は
図
ら

れ
た
か
。

市
長
　
県
単
独
の
口
蹄
疫

防
疫
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
が

昨
年
１２
月
に
作
成
さ
れ
た
。

万

一
発
生
し
た
場
合
の
初

動
か
ら
完
了
ま
で
詳
細
に

列
記
さ
れ
て
い
る
。
家
畜

伝
染
病
予
防
法
の
改
正
案

は
今
国
会
に
提
出
。
韓
国

で
は
未
だ
終
息
せ
ず
危
惧

し
て
い
る
。
農
家
で
の
徹
底

し
た
消
毒
が
大
切
で
あ
る
。

２３
年
度
も
消
毒
薬
を

配
布
す
る
。
市
は
万

一
の

発
生
を
想
定
し
た
人
員
配

置
、
消
毒
資
材
や
機
材
の

備
蓄
を
し
初
動
体
制
は
整

え
て
い
る
。
消
毒
の
徹
底

と
農
場

へ
の
出
入
り
の
制

限
、
記
録
を
農
家

へ
お
願

い
し
た
い
。
機
会
あ
る
度

に
意
識
高
揚
を
図
る
。

■
国
団
園
　
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
あ

っ
た
。

市
の
対
策
は
す
み
や
か
に

と
ら
れ
た
か
。

池
田
市
長
　
市
内
に
は
ブ

ロ
イ
ラ
ー
、
採
卵
鶏
合
わ
せ

て
５３
戸
で
約
４
１
６
万
羽

が
飼
養
さ
れ
て
い
る
。
昨

年

１２
月

２‐
日
に
出
水
市

で
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

翌
日
に
市
の
家
畜
防
疫
対

策
連
絡
協
議
会
を
開
催
し

有
線
放
送
で
注
意
喚
起
を

行

っ
た
。
１
０
０
羽
以
上

の
飼
養
農
家
へ
は
県
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
家
き
ん
類
を

飼
養
さ
れ
て
い
る
家
庭
へ
は 健一 議員

市
か
ら
石
灰
を
配
布
し
た
。

韓
国
で
は
５
４
０
万
羽
が

処
分
さ
れ
危
惧
し
て
い
る
。

今
後
消
毒
や
野
鳥
対
策

等
侵
入
防
止
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
く
。

降
灰
対
策
に
つ
い
て

固
一　
新
燃
岳
の
噴
火
に
よ

る
降
灰
は
全
く
の
想
定
外

で
あ

っ
た
。

市
と
し
て
考
慮
す
べ
き
は
。

市
長
　
財
部
の
北
部
、
県

境
寄
り
は
大
変
な
被
害

で
あ

っ
た
。
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、

マ
ス
ク
等
を
寄
贈
頂
い
た

個
人
や
団
体
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
る
。

多
量
の
降
灰
は
生
活
や

健
康
面
で
支
障
を
き
た
す
。

各
支
所

や
学
校

で

マ

ス
ク
を
配
布
し
て
い
る
が

呼
吸
器
、
日
、
皮
膚
の
疾

患
に
は
留
意
し
て
ほ
し
い
。

産
業
面
で
は
国
の
支
援
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
各
機
関

へ
相
談
し
て
ほ

し
い
。

市
と
し
て
は
県
と
協
議

し
な
が
ら
被
災
者
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

防疫対策の進んでいる養鶏場

寄贈されたマスク
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市長/場合によっては1年間の

延長を検討する

目
国
闘
園
　
親
等
の
経
営

基
盤
を
引
き
継
が
ず
新
規

経
営
す
る
者
は
、
何
人
、

何
組
い
る
か
。

池
田
市
長
　
現
在
２
人
、

２
組
で
あ
る
。

固
一　
親
の
経
営
基
盤
を
引

き
継
が
ず
全
く
ゼ
ロ
か
ら

の
新
規
就
農
者
は
、
初
期

の
設
備
投
資
が
大
変
大
き

い
こ
と
や
、
農
作
物
の
栽

培
技
術
、
家
畜
な
ど
の
飼

育
技
術
の
習
得
に

一
定
期

間
の
経
験
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
現
行
の
２
年
間
の

支
援
金
の
支
給
で
な
く
１

年
間
の
研
修
期
間
を
含
め

て
３
年
間
の
支
給
は
で
き

な
い
か
。

市
長
　
財
政
的
に
は
、
な

か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
や
る
気
の
あ
る

新
規
就
農
者
に
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
１
年
間
の

延
長
も
含
め
て
い
ろ
ん
な

点
か
ら
検
討
す
る
。

農
業
用
排
水
対
策
に
　
」

つ
い
て

固
一　
昨
年
、
南
之
郷
早
馬

地
区
の
農
業
用
排
水
路
の

一
部
が
詰
ま

っ
て
宅
地
に

災
害
が
出
た
が
、
原
因
は

何
か
。

市
長
　
一象
雨
に
よ
り
排
水

路
の
上
部
に
か
ぶ
せ
て
あ

）

っ
た
積
み
石
が
落
下
し
、

排
水
路
の
断
面
を
ふ
さ
い

だ
た
め
、
そ
こ
か
ら
水
が

地
上
に
噴
き
出
し
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。

固
一　
被
害
に
あ

つ
た
宅
地

の
住
民
は
、
い
つ
か
ま
た

災
害
に
合
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
か
ら
排
水

路
の
分
流
か
他
の
場
所

へ

の
移
転
を
望
ん
で
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

耕
地
課
長
　
災
害
復
旧
工

事
は
、
万
全
を
期
し
て
行
っ

て
お
り
今
後
宅
地
へ
の
災

害
の
心
配
は
な
い
と
思

つヽ
。

固
一　
今
す
ぐ
排
水
路
の
移

転
が
難
し
い
な
ら
日
頃
か

ら
排
水
路
の
点
検
や
、
万

全
の
維
持
管
理
を
望
む
が

ど

つヽ
か
。

課
長
　
今
後
排
水
路
の
点

検
と
維
持
管
理
を
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

固
一　
南
之
郷
億
神
社
近
く

の
大
淀
川
に
面
し
た
水
田

の
排
水
路
が
、
大
雨
の
時

逆
流
し
て
土
砂
が
流
入
し

た
が
、
そ
の
対
策
は
な
い
か
。

市
長
　
市
単
独
で
は
、
な

か
な
か
難
し
い
の
で
関
係

機
関
と
連
携
し
て
対
応
策

を
検
討
す
る
。

固
一　
以
前
、
湿
田
の
暗
渠

排
水
工
事
に
対
す
る
助
成

が
あ

っ
た
が
、
現
在
は
ど

う
な

っ
て
い
る
か
。

市
長
　
１５
年
ほ
ど
前
ま
で

は
、
転
作
の
条
件
整
備
を

目
的
と
し
た
県
単
水
田
農

業
確
立
整
備
事
業
が
あ

っ

た
が
、
現
在
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
市
単
独

補
助
事
業
を
検
討
す
る
。

ニ

明日の農業を担う新規経営者

排水路整備が待たれる大淀り|1流域
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市
長
／
条
例
よ
り
要
綱
の
方
が
や
り
や
す
い

固
　
こ
れ
等
の
条
例
内
容

再
検
討
の
必
要
性
は
。
特

に
定
住
促
進
条
例
は
、
本

年
３
月
末
で
失
効
す
る
が
。

市
長
　
内
容
再
検
討
は
考

え
て
い
な
い
。
定
住
促
進

条
例
は
市
長
権
限
で
制
定

で
き
る
要
綱
で
、
祝
い
金

と
し
て
考
え
て
い
る
。

固
一　
現
在
議
会
も
認
め
て

い
る
条
例
を
、
改
正
す
る

方
法
で
内
容
検
討
し
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ

う
す
る
と
議
会
も
責
任
が

あ
り
連
帯
し
曽
於
市
人
口

増
に
対
応
で
き
る
。
議
会

開
会
中
で
あ
る
の
で
間
に

〈
甲
つ
。

市
長
　
市
長
が
柔
軟
に
対

応
で
き
る
要
綱
で
行
う
。

財
蔀
山
崩
れ
の

災
害
復
旧
は

固
一　
昨
年
７
月
発
生
し
た

中
谷
地
区
山
崩
れ
の
災
害

復
旧
状
況
は
。
復
旧
法
に

つ
い
て
地
元
説
明
は
。

市
長
　
鹿
児
島
県
が
１
億

３
千
万
円
の
事
業
費
で
実

施
す
る
。
４
工
区
に
分
け

て
２
月
２４
日
に
入
札
が
行

わ
れ
９
月
中
に
完
成
す
る
。

説
明
は
地
元
か
ら
不
要
と

の
こ
と
で
実
施
し
て
い
な
い
。

河
川
政
修
ほ
●
一
一
■

固
一　
中
谷
地
区
水
害
の
原

因
で
あ
る
河
川
改
修
は
。

市
長
　
鹿
児
島
県
管
理
の

川
で
あ
る
。
国
と
の
協
議

も
終
わ
り
宮
崎
県
の
工
事

と
合
わ
せ
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
河
道
掘
削
で

行
う
。
事
業
の
完
了
ま
で

は
数
年
を
要
す
。

固
一　
河
道
掘
削
で
は

一
時

的
に
水
を
た
め
る
時
間
は

保
て
る
が
、
抜
本
的
水
害

対
策
に
は
な
ら
な
い
。
川

幅
の
拡
幅
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

市
長
　
今
後
継
続
し
て
関

係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

諭 議員

人
■

■

饉

あ

実
僚
ほ

回
困
園
目
　
合
併
後
の
曽

於
市
定
住
人
口
増
を
目
的

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例

の
実
績
は
。

池
田
市
長

　

１７
年

か

ら

行

っ
て
い
る
住
宅
用
地
分

譲
条
例
で
は
２５
世
帯
８９
人
、

‐８
年
か
ら
の
家
族
転
入
者

に
補
助
金
を
交
付
す
る
定

住
促
進
条
例
で
は
１
１
３

世
帯
３
４
５
人
、

２０
年
度

か
ら
の

一
戸
建
住
宅
を
建

築
し
貸
与
す
る
地
域
振
興

住
宅
で
は
４０
世
帯
１
３
５

人
、
計
１
７
８
世
帯
５
６

９
人
と
な
っ
て
い
る
。

・県
道
改
良
の
状
況
は

固
　
２３
年
度
県
道
改
良
の

状
況
は
。

市
長
　
曽
於
地
区
土
木
協

会
を
通
じ
て
改
良
要
望
し

て
い
る
の
が
、
８
路
線
で

あ
る
。

本
年
は
光
神
山
諏
訪
方

線

（湯
之
尻
工
区
）、
塚
脇

財
部
線

（上
村
工
区
）、
末

吉
財
部
線

（柳
迫
工
区
）
の

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

人口増につながる定住促進住宅

豪雨により山崩れした中谷地区
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